
1

題字・清水英夫

GALAC・9月号・付録
2025年9月6日発行（毎月1回6日発行）
昭和43年3月8日第三種郵便物許可
〒160−0022
東京都新宿区新宿5−10−14　中村ビル2F

NPO法人放送批評懇談会
TEL（03）5379-5521／FAX（03）5379-5510
ホームページ　https://www.houkon.jp/
Eメール　kondankai@houkon.jp
編集・川喜田尚

・
６
月
30
日
に
Ｚｏｏｍ
で
月
評
会
を
開

催
し
た
。
６
月
度
月
間
賞
に
は
Ｅ
Ｔ
Ｖ

特
集
「“
断
ら
な
い
病
院
”
の
リ
ア
ル
」

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）、
Ｎ
Ｎ
Ｎ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
'25

「
コ
メ
ク
ラ
イ
シ
ス　

翻
弄
さ
れ
る
日

本
の
主
食
」（
テ
レ
ビ
新
潟
放
送
網
）、

「
沖
縄
戦　

戦
場
で
人
々
は
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）、

「
続
・
続
・
最
後
か
ら
二
番
目
の
恋
」（
フ

ジ
テ
レ
ビ
）の
４
本
を
選
出
し
た
。

〈
ラ
ジ
オ
部
門
〉  

桜
井
委
員
長

・
６
月
27
日
に
Ｚｏｏｍ
で
合
評
会
を
開

催
し
た
。「
ロ
ー
カ
ル
ア
イ
ド
ル
の
ラ

ジ
オ
番
組
」
を
テ
ー
マ
に
、「
松
井
祐

香
里
の
ト
ッ
プ
を
狙
え
！
」（
北
陸
放

送
）、「
ｆ
ｉｓ
ｈ
ｂｏ
ｗ
ｌ
の
木
曜
の
む

す
び
め 

ｓ
ｕｐ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔｅ
ｄ 

ｂｙ 

お
い

し
い
三
角
形
ふ
じ
亭
」（
静
岡
エ
フ
エ
ム

放
送
）、「
タ
イ
ト
ル
未
定
の
金
曜
の
予

定
は
未
定
！
」（
北
海
道
放
送
）
を
聴
取

し
議
論
を
交
わ
し
た
。

・
７
月
22
日
に
Ｚｏｏｍ
で
合
評
会
を
開

催
し
た
。「
２
０
２
５
年
４
月
ス
タ
ー

ト
の
生
ワ
イ
ド
番
組
」
を
テ
ー
マ
に
、

「
７
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
」（
Ｚ
Ｉ
Ｐ
―

Ｆ
Ｍ
）、

「
大
島
由
香
里 

Ｂｒａ
ｎ
ｄ
―

Ｎｅｗ 

Ｍ
ｏ

ｒ
ｎ
ｉｎｇ
」（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
）、「
藤
川

貴
央
の
ち
ょ
う
ど
え
ぇ
ラ
ジ
オ
」（
ラ
ジ

オ
大
阪
）を
聴
取
し
議
論
を
交
わ
し
た
。

　

２
０
２
５
年
７
月
23
日
、
理
事
会
を

Ｚｏｏｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
て
開
催
し
た
。

１
．
委
員
会
活
動
報
告

◇
出
版
編
集
委
員
会　

岩
根
副
委
員
長

・
７
月
14
日
に
Ｚｏｏｍ
で
委
員
会
を
開

催
し
た
。

・「
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｃ
」
10
月
号
特
集
は
「
テ

レ
ビ
を
彩
る
音
楽
コ
ン
テ
ン
ツ
」。
巻

頭
は
音
楽
シ
ー
ン
の
新
た
な
潮
流
や
、

５
月
に
初
開
催
さ
れ
た
「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ 

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
が
示
唆
す

る
音
楽
番
組
の
未
来
に
つ
い
て
、
柴
那

典
氏
に
寄
稿
を
依
頼
。
ケ
ー
ス
ス
タ
デ

ィ
と
し
て
、「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
」（
フ
ジ
テ
レ
ビ
）、「
題
名

の
な
い
音
楽
会
」（
テ
レ
ビ
朝
日
）、「
Ａ

ｎ
ｉｓ
ｏｎ 

Ｄａｙ
ｓ
」（
Ｂ
Ｓ
11
）、「
ザ・

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」

（
Ｂ
Ｓ
12
）、「
ｂ
ｉ
ｌ
ｌ
ｂｏ
ａ
ｒ
ｄ 

Ｔ

Ｏ
Ｐ
40
」（
ｔ
ｖ
ｋ
）
な
ど
、
新
旧
、
さ

ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
番
組
を
取

り
上
げ
、
各
局
の
制
作
者
に
話
を
聞
く
。

そ
の
他
、「
紅
白
歌
合
戦
」
に
つ
い
て

の
放
談
（
滝
野
俊
一
×
宮
崎
美
紀
子
）、

「
埼
玉
政
財
界
人
チ
ャ
リ
テ
ィ
歌
謡
祭
」

（
テ
レ
ビ
埼
玉
）
に
つ
い
て
の
コ
ラ
ム
、

カ
ラ
オ
ケ
文
化
と
融
合
し
た
新
機
軸
の

番
組
に
つ
い
て
、
第
一
興
商
へ
の
取
材

な
ど
の
構
成
と
す
る
。
表
紙
は
石
丸
幹

二
さ
ん
、
ザ
・
パ
ー
ソ
ン
は
中
村
耕
治

さ
ん
。

・
11
月
号
は
「
戦
後
80
年
」
を
テ
ー
マ

に
内
容
を
検
討
中
。

◇
選
奨
事
業
委
員
会　

出
田
委
員
長

〈
テ
レ
ビ
部
門
〉  

桧
山
委
員
長

・
藤
田
多
恵
さ
ん
が
新
た
に
委
員
に
加

わ
る
こ
と
を
理
事
会
で
承
認
し
た
。

・
10
月
22
日
に
大
阪
芸
術
大
学
で
「
ギ

ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
入
賞
作
品
を
見
る
会
」

を
開
催
予
定
。

―
7
月
理
事
会
報
告
―

第
62
回
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞

贈
賞
式
決
算
報
告
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・
ラ
ジ
オ
部
門
の
応
募
要
項
の
「
審
査
対
象
」

欄
に
「
地
上
波
」
あ
る
い
は
「
ネ
ッ
ト
配
信
の

み
の
作
品
は
対
象
外
」
な
ど
の
追
記
を
検
討
し

て
い
る
。

〈
Ｃ
Ｍ
部
門
〉  

家
田
委
員
長

・
定
例
会
は
７
月
24
日
開
催
の
た
め
、
報
告
は

特
に
な
し
。

・
７
月
22
日
、
目
白
大
学
で
「
Ｃ
Ｍ
を
見
る
・

聴
く
会
」
を
開
催
し
盛
況
終
了
し
た
。
詳
細
は

次
回
理
事
会
で
報
告
予
定
。

〈
報
道
活
動
部
門
〉  

古
川
委
員
長

・
報
告
は
特
に
な
し
。

◇
企
画
事
業
委
員
会　

長
井
委
員
長

・
７
月
17
日
に
Ｚｏｏｍ
で
委
員
会
を
開
催
し
、

次
回
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
近
年
は

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
が
続
い
た

が
、
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
の
開
催
を

検
討
し
て
い
る
。

・
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
各
委
員
か

ら
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
系
、
メ
デ
ィ
ア
系
な
ど
約

10
本
の
提
案
が
寄
せ
ら
れ
た
。

・
開
催
時
期
は
秋
以
降
を
予
定
。
11
月
は
放
送

関
係
の
イ
ベ
ン
ト
が
複
数
あ
る
た
め
、
重
な
ら

な
い
よ
う
日
程
調
整
を
す
る
。

◇
広
報
委
員
会　

滝
野
委
員
長

・
６
月
25
日
、
Ｙｏ
ｕ
Ｔｕ
ｂｅ
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
動
画
「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
受
賞
者
の
声
」
掲

載
。

・
７
月
２
日
、
Ｈ
Ｐ
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ン
テ
ン

ツ
」
に
「【
座
談
会
】
２
０
２
５
年
春
ド
ラ
マ
ま

と
め
編
」掲
載
。

・
Ｇ
メ
ン
バ
ー
：
１
４
０
６
人（
７
／
22
現
在
）。

・
マ
イ
ベ
ス
ト
Ｔ
Ｖ
賞
５
月
度
月
間
ノ
ミ
ネ
ー

ト
は
大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う
～
蔦
重
栄
華
乃

夢
噺
～
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）、「
続
・
続
・
最
後
か
ら
二

番
目
の
恋
」（
フ
ジ
テ
レ
ビ
）、
火
曜
ド
ラ
マ「
対

岸
の
家
事
～
こ
れ
が
、
私
の
生
き
る
道
！
～
」

（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）に
決
定
し
た
。

２
．
そ
の
他

①
入
会
・
退
会
の
件

〈
正
会
員
入
会
〉藤
田
多
恵
さ
ん

〈
正
会
員
退
会
〉小
玉
美
意
子
さ
ん

②
第
62
回
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
贈
賞
式
・
懇
親
会

決
算

事
務
局
よ
り
決
算
報
告
を
受
け
た
。
支
出
は
約

１
４
４
０
万
円
と
な
り
、
会
費
収
入
と
審
査
料

収
入
を
原
資
と
し
た
。
賞
状
額
や
賞
状
用
封
筒

の
制
作
年
に
あ
た
り
、
昨
年
よ
り
＋
25
万
円
程

度
支
出
が
増
加
し
た
。

③
そ
の
他

・
日
韓
中
制
作
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
12
月
９
日
～

12
日
、
北
九
州
で
の
開
催
が
決
定
し
た
。

今
後
の
会
議
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

８
月
休
会
、
９
月
24
日
、
10
月
28
日

【
出
席
】
音
好
宏
、
川
喜
田
尚
、
出
田
幸
彦
、
桜

井
聖
子
、
桧
山
珠
美
、
家
田
利
一
、
古
川
柳
子
、

長
井
展
光
、
滝
野
俊
一
、
市
村
元
、
岩
根
彰
子
、

風
間
恵
美
子
、
国
枝
智
樹
、
小
林
毅
、
仲
宇
佐

ゆ
り
、
丹
羽
美
之
、
山
田
健
太
、
中
島
好
登

会
議
記
録

［
7
月
］ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

14
日 

出
版
編
集
委
員
会

22
日 

（
選
奨
）ラ
ジ
オ
定
例
部
会

23
日 

理
事
会

24
日 

（
選
奨
）Ｃ
Ｍ
定
例
部
会

31
日 

（
選
奨
）テ
レ
ビ
月
評
会
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音
声
に
携
わ
る
身
と
し
て

佐
伯
帆
乃
香

　

２
０
１
５
年
に
オ
ト
バ
ン
ク
に
入
社
し
、

オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
や
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
の

広
報
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
ご
縁

を
い
た
だ
き
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

高
校
時
代
は
放
送
部
に
所
属
し
、
校
内
放

送
で
好
き
な
音
楽
や
言
葉
を
届
け
る
時
間
が

大
好
き
で
し
た
。
今
は
、
ラ
ジ
オ
そ
の
も
の

で
は
な
い
も
の
の
、
音
声
コ
ン
テ
ン
ツ
の
世

界
に
関
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

　

入
社
し
た
こ
ろ
は
、
ｒａ
ｄ
ｉ
ｋｏ
の
普
及

も
あ
り
、
ラ
ジ
オ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
楽

し
む
習
慣
が
す
で
に
根
づ
き
始
め
て
い
た
時

期
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
音
楽
や
ラ
ジ
オ
以
外
の
音
声
コ

ン
テ
ン
ツ
は
、
ま
だ
あ
ま
り
普
及
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
コ
ロ
ナ
禍
や
ワ
イ
ヤ

レ
ス
イ
ヤ
ホ
ン
の
普
及
を
経
て
、
ラ
ジ
オ
を

は
じ
め
と
し
た
音
声
コ
ン
テ
ン
ツ
全
体
へ
の

注
目
が
一
層
高
ま
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
自
分
自
身
も
学
び
な
が
ら
、
少

し
で
も
お
役
に
立
て
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
継
続
中鈴

木
克
実

　

新
卒
で
地
方
独
立
テ
レ
ビ
局
に
入
社
、
そ

の
後
、全
国
放
送
ラ
ジ
オ
局
、衛
星
放
送（
Ｃ

Ｓ
）
報
道
専
門
テ
レ
ビ
局
の
計
３
社
で
、
放

送
業
務
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
放
送
局
一

筋
37
年
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
が
、
会
社
勤

務
の
か
た
わ
ら
大
学
院
２
校
に
通
い
Ｍ
Ｂ
Ａ

や
博
士
号
を
取
得
、
昨
年
、
定
年
退
職
を
迎

え
ま
し
た
。

　

今
春
か
ら
大
学
教
授
と
し
て
専
門
の
経
営

学
を
教
え
つ
つ
、
他
大
学
で
は
客
員
講
師
と

し
て
マ
ス
コ
ミ
論
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
放

送
局
勤
務
時
は
、
各
局
に
お
い
て
広
告
営
業
、

番
組
制
作
、
報
道
記
者
、
ニ
ュ
ー
ス
ア
ナ
ウ

ン
ス
、
イ
ベ
ン
ト
制
作
、
番
組
編
成
、
視
聴

者
セ
ン
タ
ー
、
Ｃ
Ｍ
進
行
、
考
査
業
務
、
送

出
技
術
、
Ｄ
Ｔ
Ｈ
・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
営
業
な
ど
、

放
送
実
務
全
般
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
、
全
国
と
地
方
、
系
列

と
独
立
、
地
上
波
と
衛
星
波
、
外
資
と
国
内
、

総
合
編
成
と
専
門
編
成
な
ど
相
反
関
係
に
あ

る
組
織
で
、
放
送
番
組
を
視
聴
・
聴
取
し
続

け
て
き
ま
し
た
。
私
の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
は

珍
し
い
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
知
見
を
活

か
し
、
活
動
に
貢
献
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

新 入 正 会 員 自 己 紹 介

公式ホームページの正会員ページ、
情報更新にご協力ください！

会の公式ホームページには、正会員一覧と会員情報を掲載中です。
情報が過去のものとなっていらっしゃる方は、
更新の手続きをお願いいたします。
事務局あて、変更内容をメールでお知らせください。

回答先アドレス　kondankai＠houkon.jp

ホームページ正会員一覧
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
勉
強
会
、
講
演
会
。
い
ず
れ
の
時
も
、

た
お
や
か
な
笑
み
を
浮
か
べ
て
は
っ
き
り
し
た
声
で
丁
寧

に
お
話
を
さ
れ
た
、
そ
ん
な
姿
が
思
い
出
さ
れ
る
。

　

訃
報
に
接
し
、
最
終
講
義
を
ま
と
め
た
「
体
験
か
ら
研

究
へ
：
メ
デ
ィ
ア
＋
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
の
40
年
」（
２
０
１

３
年
３
月
２
日
）
を
読
み
返
し
た
（
以
下
、
カ
ッ
コ
書
き

の
引
用
は
前
掲
書
）。
１
９
６
５
年
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
に
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
「
ト
ン
ト
ン
と
６
次
試
験
ま
で
」
通

り
、
合
格
さ
れ
た
。「
そ
こ
か
ら
先
が
問
題
で
す
。
合
格

し
た
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
７
名
が
集
め
ら
れ
て
人
事
部
か
ら
説

明
を
受
け
た
と
こ
ろ
、﹃
男
性
は
55
歳
定
年
で
す
。
女
性

は
２
年
働
い
て
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
適
し
て
い
れ
ば
も
う
２

年
働
け
ま
す
。
適
し
て
い
な
け
れ
ば
後
の
２
年
は
事
務
職

で
働
い
て
頂
け
ま
す
﹄
と
の
こ
と
」。
こ
の
「
女
性
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
若
年
定
年
制
」
を
取
り
除
く
た
め
、
辛
抱
強
く

話
し
合
い
運
動
を
続
け
た
結
果
、「
４
年
経
っ
た
時
、
会

社
と
本
人
の
双
方
が
望
め
ば
、
あ
と
２
年
だ
け
延
長
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」。
73
年
ま
で
続
い
た
フ
ジ
テ
レ

ビ
の
女
性
25
歳
定
年
制
を
解
消
す
る
原
点
に
小
玉
さ
ん
が

い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
私
は
今
回
の
フ
ジ
テ
レ
ビ
問
題
の

一
因
と
し
て
、
こ
の
男
尊
女
卑
体
質
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
）。「
そ
う
い
え
ば
入
社
試
験
で
、
報
道
関
係
の
仕
事
が

し
た
い
と
言
っ
た
ら
、﹃
ぇ
え
？
女
の
子
に
報
道
は
無
理

で
し
ょ
う
﹄
と
言
わ
れ
た
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
」
と
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
も
披
瀝
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
フ
リ
ー
と
な
り
、
勉
強
の
末
、
１
９
７
２
年
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
州
立
大
修
士
課
程
（
放
送
学
）
に
入
学
。

同
年
の
米
大
統
領
選
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
を
目
の

当
た
り
に
し
、
テ
レ
ビ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
に
進
み
、

74
年
、
米
Ｃ
Ｂ
Ｓ
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
を
比
較
し
た
修
士

論
文
「
日
米
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
比
較
研
究
」
を
書
き
上
げ

る
。
こ
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
比
較
は
帰
国
後
の
84
年
調
査

で
Ｔ
Ｂ
Ｓ
、
94
年
調
査
で
Ｃ
Ｎ
Ｎ
、
２
０
０
０
年
調
査
で

は
英
Ｂ
Ｂ
Ｃ
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
Ｇ
ｌｏ
ｂｏ
を
加
え
、
ア
ジ
ア・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
北
ア
メ
リ
カ
・
南
ア
メ
リ
カ
を
比
較
、
研

究
を
重
ね
た
。
こ
の
成
果
は
﹃
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
の
解
剖

学
―
映
像
時
代
の
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
﹄（
２
０
０
８

年
３
月
、
新
曜
社
）に
結
実
す
る
。

　

一
方
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
で
の
女
性
差
別
体
験
、
留
学
中
の

第
一
回
世
界
女
性
会
議
（
１
９
７
５
年
）
へ
の
参
加
を
原

点
と
し
て
「
メ
デ
ィ
ア
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
」
を
確
立
し

て
い
く
。
メ
デ
ィ
ア
界
の
み
な
ら
ず
マ
ス
コ
ミ
研
究
も
男

性
中
心
だ
っ
た
時
代
に
風
穴
を
開
け
た
Ｇ
Ｃ
Ｎ
（
Ｇｅｎ
ｄ

ｅｒ
ａ
ｎ
ｄ
Ｃｏｍｍｕｎ
ｉｃａ
ｔ
ｉｏｎ
Ｎｅ
ｔｗｏｒ
ｋ
）
を
中

心
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
を
進
め
ら
れ
た
。

　

放
送
番
組
向
上
委
員
会
、
映
画
倫
理
委
員
会
の
委
員
、

民
放
連
、
放
送
批
評
懇
談
会
な
ど
の
賞
の
選
考
を
歴
任
し
、

「
テ
レ
ビ
採
点
サ
イ
ト
Ｑｕａｅ
」
の
試
み
、「
３
・
11
」
報
道

分
析
に
つ
な
が
る
福
島
女
子
短
大
赴
任
時
の
体
験
な
ど
を

生
か
し
た
﹃
メ
ジ
ャ
ー
・
シ
ェ
ア
・
ケ
ア
の
メ
デ
ィ
ア
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
﹄（
２
０
１
２
年
４
月
、学
文
社
）

な
ど
、
小
玉
先
生
の
研
究
は
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
の
す
べ

て
に
共
通
し
て
い
る
の
が
、“
弱
い
人
の
側
に
立
っ
た
視

点
”で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
た
お
や
か
さ
だ
っ
た
。

　

３
年
前
、
学
部
長
に
な
っ
た
私
に
か
け
て
く
れ
た
声
が

忘
れ
ら
れ
な
い
。「
自
分
だ
け
で
背
負
っ
て
は
ダ
メ
で
す

よ
。
み
ん
な
を
巻
き
込
ま
な
い
と
ね
」。
改
め
て
、
そ
の

言
葉
を
心
に
刻
み
な
が
ら
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
。

（
砂
川
浩
慶
／
立
教
大
学
社
会
学
部
長
・
教
授
）

追
悼  

小
玉
美
意
子
さ
ん

小
玉
美
意
子
さ
ん
が
２
０
２
５
年
７
月
11
日
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
82
歳
で
し
た
。
小
玉
さ
ん
は
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
報

道
活
動
部
門
の
初
代
委
員
を
務
め
、
ま
た
、
当
会
が
90

年
代
に
ロ
ー
カ
ル
ニ
ュ
ー
ス
の
研
究
を
先
駆
け
て
行
っ
た

「
ロ
ー
カ
ル
ニュ
ー
ス
全
国
機
構
」
の
実
行
委
員
を
務
め
る

な
ど
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
に
心
か
ら
感
謝
し
、

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

小
玉
美
意
子　

こ
だ
ま
・
み
い
こ

１
９
４
２
年
東
京
都
生
ま
れ
。
65
年
お
茶
の
水
女
子
大
学
卒
業
、
フ
ジ
テ
レ

ビ
に
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
入
社
。
当
時
の
女
子
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
定
年
制
に
よ

り
71
年
退
社
し
、
翌
72
年
よ
り
ア
メ
リ
カ
留
学
。
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
経

て
お
茶
の
水
女
子
大
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
博
士
課
程
満
期
退
学
。
福

島
女
子
短
期
大
学
、
江
戸
川
大
学
を
経
て
95
年
よ
り
武
蔵
大
学
社
会
学
部

教
授
、
２
０
１
３
年
よ
り
名
誉
教
授
。
東
京
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

番
組
審
議
委
員
、
日
本
マ
ス
・
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
理
事
、
映
倫
青
少

年
映
画
審
議
会
委
員
長
な
ど
を
務
め
た
。
専
攻
は
テ
レ
ビ
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
論
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
メ
デ
ィ
ア
論
。
著
書
に
﹃
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
女
性
観
﹄﹃
メ

ジ
ャ
ー
・
シ
ェ
ア
・
ケ
ア
の
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
﹄
な
ど
。
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